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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

 本 研 究 は 家 庭用 電 子レ ン ジ の マ イ クロ 波 を用 い て 、 省 エ ネル ギ ー、 廃 液 削 減 の 、植 物 染料 に よ る

染 色 の 最 適 方 法を 確 立す る こ と を 目 的と し 、抽 出 、 染 色 条 件な ら びに 繊 維 の 物 理 特性 へ の影 響 を 検

討 し た 。 従 来 、天 然 染料 を 用 い た 染 色で は 、ガ ス 火 等 の 熱 源で 水 に入 れ た 植 物 を 長時 間 煮沸 し な が

ら 色 素 を 抽 出 、染 色 を行 う 。 ま た 、 天然 染 料の 多 く は 洗 濯 や日 光 に対 す る 堅 ろ う 性が 低 く消 費 性 能

に 劣 る た め 、 媒染 剤 と呼 ば れ る 、 主 とし て 金属 イ オ ン を 含 む薬 品 が使 用 さ れ る 。 これ ら の点 で 、 エ

ネ ル ギ ー 効 率 や水 質 汚染 の 面 で 環 境 負荷 が 懸念 さ れ る 。 し たが っ て、 本 研 究 で は 、低 浴 比、 か つ 媒

染 剤 を 用 い な い条 件 を基 本 と し た 。 また 、 マイ ク ロ 波 に よ る照 射 対象 の 加 熱 は 一 般的 に 知ら れ る

が 、 分 子 へ の 影響 は 未知 の 部 分 が 大 きく 、 本研 究 で 得 ら れ た染 色 結果 は 、 加 熱 及 び化 学 的な 影 響 を

総 合 し て 検 討 、考 察 する こ と と し た 。  

(1)染 色 実 験  電子 レ ンジ は 18L タ イ プ ・ 500W 出 力 の も の （ RE-TM18-W、 SHARP 製 ） を 使 用 した。 天

然 染 料 の う ち 、広 く 用い ら れ て い る 植物 染 料と し て 、 茜 、 蘇芳 、 藍（ 乾 燥 葉 ）、 紅 花、 紫 根、 ウ コ

ン 、 槐 を 選 択 した 。 また 、 近 年 SDGs の 観 点 から 注 目 さ れ て いる 、 食品 廃 棄 物 を 利 用し た 染色 の 可 能

性 を 探 り 、 さ らに 家 庭科 の 食 生 活 ・ 衣生 活 のつ な が り を 意 識さ せ るこ と を 目 的 と して 、 サツ マ イ モ

（ シ ル ク ス イ ート 、 鳴門 金 時 ） の 皮 を選 択 した 。 染 色 時 間 の最 適 条件 を 検 討 す る ため 、 茜を 用 い

て 、 絹 布 と 染 色液 を 浴比 1： 50 と し 、 1～ 6 分 の 間 で マ イ ク ロ波 照 射を 試 み た と こ ろ、 1、 2 分 で は や

や 淡 い 赤 色 、 3 分 で 明るい 朱 色 、 4 分 以 上 で 色彩が や や 暗 い オ レン ジ 色を 帯 び た 朱 色 の染 色 布が 得 ら

れ た 。 染 色 時 間 3 分 で十 分 に 求 め る 色合 い が得 ら れ た こ と から 、 他染 料 に つ い て も同 様 の条 件 で 染

色 を 行 っ た と ころ 、 藍、 紫 根 で も 十 分な 色 合い が 得 ら れ た 。（た だ し、 色 素 の 特 性 上、 藍 はア ル カ リ

性 水 溶 液 と 少 量の 還 元剤 、 紫 根 は ア ルコ ー ルで 色 素 抽 出 を 行っ た 。）ウ コ ン は 色 ム ラが 発 生し た こ と

か ら 、 マ イ ク ロ波 照 射だ け で な く 機 械力 が 必要 で あ る こ と が推 測 され 、 蘇 芳 、 槐 は抽 出 液自 体 の 色

相 が 非 常 に 淡 くな っ たこ と か ら 、 抽 出時 に pH 調 整 剤 を 加 え るこ と で濃 色 化 が 期 待 され た 。サ ツ マ イ

モ は 、 可 食 部 を星 野 研究 室 （ 食 物 学 ）と 合 同で ス イ ー ト ポ テト づ くり に 使 用 し 、 廃棄 す る皮 部 分 か

ら 、 他 染 料 と 同様 に マイ ク ロ 波 照 射 によ っ て色 素 を ク エ ン 酸水 溶 液抽 出 し た 。 得 られ た 染色 布 は 淡

い 桜 色 と な り 、シ ル クス イ ー ト は 黄 色み を 、鳴 門 金 時 は 赤 みを 帯 びた 桜 色 と な っ た。 や やで ん ぷ ん

質 の 「 の り 」 を感 じ させ る 硬 さ と な った こ とか ら 、 一 度 加 熱し て 皮の み を 採 取 す る等 、 改良 の 余 地

が あ る こ と が わか っ た。  

(2)物 理 特 性 の 測定  マイ ク ロ 波 照 射 によ る 布へ の 影 響 を 、 厚さ 、 表面 摩 擦 係 数 、 剛軟 度 、引 張 強

度 の 測 定 を 行 うこ と で評 価 し た 。 布 の種 類 は、 染 色 で 用 い た絹 （ 14 匁 付 、 色 染 社 ）以 外 に、 ポ リ エ

ス テ ル 、 ナ イ ロン 、 綿（ 以 上 、 日 本 規格 ） を選 定 し た 。 染 色と 同 様の 浴 比 1： 50 条 件 で 、 1～ 8 分 照

射 し 結 果 、 ナ イロ ン を除 き 、 照 射 時 間に よ って こ れ ら の 物 理特 性 に大 き な 影 響 が ない こ とが わ か

り 、 マ イ ク ロ 波染 色 は布 の 物 理 特 性 を損 な わず 、 短 時 間 、 低浴 比 で染 色 が 可 能 な 方法 の ひと つ と し

て 有 用 で あ る こと が 明ら か と な っ た 。  

以 上 か ら 、 マ イク ロ 波を 3 分 間 照 射 に よ り 、代 表 的 な 天 然 染料 は 良好 な 色 彩 の 染 色布 が 得ら れ る

こ と が 明 ら か にな り 、食 品 廃 棄 物 を はじ め とし た 色 素 が 比 較的 少 量で あ る 染 料 に つい て 、今 後 、 抽

出 お よ び 染 色 方法 の さら な る 検 討 に より 、 染色 布 の 濃 色 化 、な ら びに 衣 生 活 領 域 の製 作 や、 他 教 科

（ 社 会 （ 地 域 ）、理 科 （植 物 ） 等 ） と 連携 し た教 材 の 開 発 が 期待 で きる と 推 察 さ れ た。  
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